
"

G
2
デ
ジ
タ
レ
課
税
合
意
の

歴
史
的
意
義
と
今
後
の
課
題

森
信
茂
樹

経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
「
市

場
国
」
(
消
費
者
ユ
ー
ザ
ー
の
い
る
国
)
に

課
税
の
根
拠
と
な
る
物
理
的
な
拠
点
を
置
か

な
く
て
も
国
境
を
越
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が

可
能
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
米
国
に
本
社
の
あ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
(
F
社
)
は
わ

が
国
に
は
物
理
的
拠
点
が
な
い
の
で
、
 
F
社

が
わ
が
国
企
業
か
ら
受
け
取
る
収
益
(
広
告

料
)
に
つ
い
て
、
わ
が
国
は
課
税
で
き
な
い
。

ま
た
、
こ
の
企
業
の
収
益
は
、
 
F
社
が
ユ

貫
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主
些

ー
ザ
ー
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
や
A
1
を
活
用
し
て
作
り
上
げ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
無
形
資
産
か
ら
生
じ
て
い
る
。

無
形
資
産
は
、
工
場
の
よ
う
な
有
形
資
産
と

異
な
り
移
転
が
容
易
な
の
で
、
低
税
率
国
や

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
の
子
会
社
に
譲
渡
し

て
、
そ
こ
に
売
上
げ
や
利
益
を
集
中
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
 
F
社
の
収
益
は
、
ど
こ
の
国

で
も
課
税
さ
れ
な
く
な
り
、
「
市
場
国
」
は
税

収
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
き
ち
ん

本
店
所
在
国

と
納
税
し
て
い
る
自
国
競
合
企
業
と
の
競
争

条
件
に
不
公
平
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
欧
州
委
員
会
は
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
企

業
の
税
負
担
率
は
九
・
五
%
で
、
伝
統
的
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
一
三
一
・
ニ
%
に
比
べ
て
半

分
以
下
と
い
う
調
査
結
果
を
公
表
し
て
、
両

者
の
競
争
条
件
の
公
平
性
(
レ
ベ
ル
プ
レ
イ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
)
を
問
題
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
市
場
国
」
の
税
収
不
足
と

競
争
条
件
の
不
公
平
と
い
う
二
つ
の
問
題
へ

の
対
応
と
し
て
、
二
0
三
年
G
⑳
/
O
E

1

C
D
は
B
E
P
S
^
則
税
ゆ
団
門
o
m
-
0
出
ぢ
ル
七
門
0
ヨ

仇
ず
鼻
冒
伽
税
源
侵
食
・
利
益
移
転
)
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
法
人
税
制
の
再
構
築
に

つ
い
て
議
論
が
始
ま
っ
た
。
 
B
E
P
S
は
二

0
一
五
年
に
最
終
報
告
書
を
出
し
た
が
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
合
意
が
得
ら
れ
ず
ボ
ス

ト
B
E
P
S
と
し
て
作
業
を
継
続
す
る
こ
と

と
な
つ
た

議
論
の
中
で
、
米
国
第
一
、
王
義
を
と
る
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
、
ロ
ビ
ー
活
動
を
受
け
て
、

「
デ
ジ
タ
ル
企
業
だ
け
を
狙
い
撃
ち
す
る
こ

と
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
し
て
消
極
姿

勢
を
取
り
、
議
論
は
と
ん
挫
し
か
け
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
国
際
協
調
主
義
を
と
る
バ
イ
デ
ン

政
権
に
交
代
し
米
国
の
対
応
は
一
変
、
本
年

七
月
、
 
G
⑳
諸
国
を
含
む
一
三
九
力
国
・

地
域
で
構
成
さ
れ
る
「
包
摂
的
枠
組
み
」
で

の
実
質
合
意
(
八
力
国
は
留
保
)
さ
れ
、
一

0
月
に
最
終
合
意
さ
れ
た
。

で
は
、
多
国
籍
デ
ジ
タ
ル
企
業
の
あ
げ
る

1

巨
大
な
利
益
を
、
「
居
住
国
」
(
生
産
国
、
本

店
所
在
国
)
と
「
市
場
国
」
の
間
で
、
ど
の
よ

う
に
配
分
す
る
の
か
。
七
月
の
G
⑳
合
意

は
二
つ
の
柱
に
分
か
れ
て
い
る
。

第
一
の
柱
は
、
 
G
A
F
A
 
(
グ
ー
グ
ル
、

ア
マ
ゾ
ン
、
フ
エ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア
ッ
プ
ル
)

に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
多
国
籍
企
業
の
超
過

利
益
に
対
し
て
「
市
場
国
」
の
課
税
権
を
創

設
し
、
一
定
割
合
を
配
分
す
る
。
具
体
的
に

峡
売
上
規
模
二
0
0
億
ユ
ー
ロ
(
約
二

六
兆
円
)
で
利
益
率
一
0
%
超
の
多
国
籍
企

業
一
 
0
0
社
程
度
に
つ
い
て
、
-
 
0
%
を
越

え
る
超
過
利
益
の
二
五
%
を
、
売
上
げ
に
応

じ
て
「
市
場
国
」
に
配
分
す
る
。

第
二
の
柱
は
、
法
人
税
に
つ
い
て
一
五
%

の
国
際
最
低
税
率
の
導
入
で
あ
る
。
子
会
社

が
そ
れ
よ
り
低
い
税
率
の
国
で
事
業
を
行
う

場
貪
そ
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
親
会
社
の
所

在
国
で
差
額
を
課
税
す
る
こ
と
に
な
る
。

合
意
の
背
景
に
は
、
米
国
の
国
内
事
情
が
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あ
る
。
米
国
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
財

源
と
し
て
法
人
税
率
の
引
上
げ
を
予
定
し
て

お
り
、
税
"
引
上
げ
に
ょ
る
肉
国
企
業
の
軽

課
税
国
へ
の
移
転
を
防
止
す
る
必
愛
が
あ

る
。
こ
れ
倫
会
対
策
で
も
あ
る
。
ま
た
欧

州
な
ど
が
、
合
意
が
得
ら
れ
る
ま
で
の
暫
定

措
置
と
し
て
導
入
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
税
(
D
S
T
、
売
上
税
)
が
、
後
述
の

よ
う
に
G
A
F
A
等
米
国
デ
ジ
タ
ル
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
足
か
せ
に
な
っ
て
お
り
、

彼
ら
が
、
廃
止
に
向
け
て
ロ
ビ
ー
活
動
を
行

つ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

よ
り
大
き
な
背
景
と
し
て
は
、
パ
ン
、
デ
ミ

0
＼ノ

ツ
ク
を
経
て
変
わ
り
つ
つ
ぁ
る
世
界
の
社
会

思
想
具
体
的
に
は
新
自
由
主
義
の
凋
落

利
益
至
上
主
義
の
見
直
し
が
見
て
取
れ
る
。

G
⑳
が
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
で
評
価
し
た
「
歴
史
的

な
合
意
」
の
意
味
も
そ
こ
に
あ
る
。

税
制
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
「
物
理
的

拠
点
(
P
E
)
な
け
れ
ば
課
税
な
し
」
と
い
う

こ
れ
ま
で
の
凶
際
租
税
の
大
原
則
を
変
え
、

物
理
的
拠
点
の
な
い
「
市
場
国
」
に
課
税
権

)レ

の
一
部
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
論
拠
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
苗
と
米
国
の
二
つ
の

主
張
が
あ
る
。

一
苗
は
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
下
で
は
、
ユ

ー
ザ
ー
自
身
が
企
業
の
価
値
創
造
に
参
加
し

て
い
る
と
い
う
点
(
ユ
ー
ザ
ー
の
価
値
創
造

参
加
)
を
論
拠
と
し
て
主
張
し
た
。
わ
か
り

や
す
く
一
言
え
ぱ
、
ユ
ー
ザ
ー
が
「
い
い
ね
」

ボ
タ
ン
を
お
す
(
需
す
る
)
こ
と
に
ょ
っ

て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
価
値
が
上
が
る
、

そ
こ
に
「
市
場
国
」
(
ユ
ー
ザ
ー
居
住
国
)
の

課
税
権
を
認
め
る
根
拠
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
の
特
色
は
、
消
賀
者

と
は
異
な
る
ユ
ー
ザ
ー
と
い
う
、
デ
ジ
タ
ル

経
済
特
有
の
存
在
に
着
目
し
た
点
に
あ
る
。

一
方
米
国
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
価
値
を
作
り

だ
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
直
ち
に
「
市

場
国
」
の
課
税
権
に
結
び
付
け
る
の
は
無
理

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
と
税
制
の
問
題
は

今
後
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
今

回
の
合
意
で
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
企
業
」
に
限
定

す
る
こ
と
な
く
金
融
業
を
除
く
全
多
国
籍
企

業
を
対
象
と
し
た
。
「
デ
ジ
タ
ル
企
業
狙
い

撃
ち
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
主
張
し
て

き
た
米
国
の
合
意
を
引
き
出
す
た
め
で
あ
っ

た
。
一
方
そ
の
こ
と
は
、
 
1
0
T
 
(
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
、
不
ツ
ト
)
に
活
路
を
見
出
そ
う
と

し
て
い
る
わ
が
国
製
造
業
に
と
つ
て
大
き
な

影
響
を
及
ぽ
す
可
能
性
を
生
じ
さ
せ
た
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。

た
と
え
ぱ
今
後
の
自
動
車
産
業
の
姿
と
し

て
、
市
場
国
で
は
付
加
価
値
の
低
い
自
動
車

の
ボ
デ
ィ
ー
部
分
だ
け
を
製
造
し
、
自
動
運

転
に
必
要
な
デ
ー
タ
や
運
転
の
シ
ス
テ
ム

は
、
わ
が
国
か
ら
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
供
給
(
通
信
)
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
代
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
建
設
重
機

に
つ
い
て
も
、
付
加
価
値
の
高
い
V
R
(
仮

想
現
実
)
を
活
用
し
た
遠
隔
操
作
の
部
分
を

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
わ
が
国
か
ら
供

給
す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
「
市
場
国
」
に
落
ち
る
付
加

価
値
や
法
人
税
収
は
ま
す
ま
す
下
が
る
の

で
、
更
な
る
ル
ー
ル
変
更
に
向
け
て
議
論
を

呼
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
 
1
0
T
な
ど
デ
ジ
タ

ル
化
の
加
速
は
、
モ
ノ
を
サ
ー
ビ
ス
に
変
え
、

国
境
を
超
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
、

法
人
税
も
消
費
税
(
V
A
T
)
の
よ
う
に
仕

向
地
(
消
費
者
の
居
住
す
る
国
、
市
場
国
)

で
課
税
す
べ
き
と
い
う
議
築
す
で
に
始
ま

つ
て
い
る
。
 
D
S
T
は
、
そ
れ
へ
の
つ
な
ぎ

の
税
制
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

多
国
籍
巨
大
企
業
の
超
過
利
益
だ
け
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
^
プ
回
の
^
口
意
は
、
デ
ジ
タ

ル
経
済
へ
の
対
応
と
い
う
点
で
は
十
分
な
も

の
と
は
い
ぇ
な
い
。
問
題
の
本
質
は
そ
の
先

に
あ
る
。

が
あ
る
、
そ
れ
よ
り
、
企
業
が
「
市
場
川
」

で
利
益
を
ヒ
げ
る
た
め
に
作
り
上
げ
た
殿
客

基
盤
(
顧
客
り
ス
ト
や
販
売
網
な
ど
)
や
ブ

ラ
ン
ド
広
告
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

と
い
、
つ
無
形
資
・
蓙
(
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ

ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
)
に
着
倒
し
て
、
「
市
場
鬮
」

に
課
税
権
を
鬻
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

さ
ら
に
イ
ン
ド
な
ど
新
興
国
は
、
国
ご
と

の
売
上
げ
な
ど
一
{
疋
の
指
標
に
ょ
り
利
益
を

定
式
配
分
す
る
方
法
を
主
張
、
結
局
こ
れ
ら

を
す
べ
て
取
り
入
れ
た
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
「
市
場
国
」
へ
緑
税
権
の
配
分
が
合

惹
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
合
意
の
背
椴
は
、
英
国
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
欧
州
諸
国
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
が
導
入
し
て
い
る
D
S
T

の
存
在
が
あ
る
。
今
回
の
合
意
の
中
に
、
「
今

後
D
S
T
と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
」
旨
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

D
S
T
は
、
一
定
規
模
以
上
の
売
上
げ
の

あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
や
オ
ン

ラ
イ
ン
広
告
の
売
上
げ
に
二
S
三
%
を
課
す

間
接
税
で
あ
る
。
欧
州
諸
国
は
、
「
O
E
C
D

で
国
際
合
意
が
で
き
た
場
合
に
は
取
り
下
げ

る
」
と
し
て
お
り
、
暫
定
的
な
税
と
い
う
位

置
づ
け
だ
。
相
手
国
と
の
協
議
が
必
要
な
租

税
条
約
に
縛
ら
れ
ず
、
自
国
の
判
断
で
導
入

で
き
る
よ
う
閻
接
税
と
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
で
は
、
売
上
げ
そ
の
も
の
が
利
益
に

近
い
の
で
、
売
上
げ
を
利
益
の
代
理
変
数
と

す
る
こ
と
に
は
^
由
が
あ
る
。

一
方
で
、
 
D
S
T
を
各
国
が
ば
ら
ば
ら
に

導
入
す
れ
ぱ
、
企
業
に
二
重
課
税
が
生
じ
、

デ
ジ
タ
ル
経
済
か
混
乱
に
陥
る
可
能
性
が
あ

る
。
 
O
E
C
D
は
、
 
D
S
T
導
入
国
が
広
が

る
と
世
界
経
済
の
成
長
率
は
最
大
一
%
超
下

が
る
と
警
告
し
て
い
る
。
 
G
A
F
A
に
と
つ

て
は
、
 
D
S
T
が
蔓
延
す
る
こ
と
は
大
き
な

脅
威
で
、
こ
れ
が
合
意
に
向
け
て
米
国
の
対

応
を
後
押
し
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。


